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成

4
年
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決
算
な
ど

但
議
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認
定
・
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平
成
5
年
第
6
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、

9
月

悦
白
か
ら
お
日
ま
で
の
何
回
聞
に
わ
だ
り
開
か
れ
ま

し
定
。
議
会
で
は
、
平
成
4
年
度
決
算
、
平
成
5
年

度
補
正
予
算
怠
ど
辺
議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
の
と
お
り
認
定

・
可
決
さ
れ
ま
し
た。

議

案

の

概

要

。
平
成

4
年
度
決
算

O
一
般
会
計

歳
入
計
6
、3
9
4、
3
6
6千
円

歳
出
計
6
、
1
8
7、8
2
1
千
同

神
一
年
度
へ
の
繰
越
制

2
0
6
5
4
5
f円

。
倒
民
健
康
保
険
特
別
会
計

故
入
計
l
、
1
0
8、
3
4
0千
円

以
出
計

9
4
1
、
4
3
6千
円

喉
年
度
へ
の
繰
越
制

1
6
6
9
0
4千
円

。
老
人
似
健
医
療
事
業
特
別
会
計

歳
入
計
l
、
7
1
7、
1
7
3千
円

S
A畿
財
惜
別

則
的
な
交
持
勤
務
体
系
と
い
う
こ

と
も
あ
る
の
で
、
仙
陀
牒
官
理
に
充

分
向
山
怠
し
な
が
ら
、

一
般
の
峨
只

と
伺
じ
週
刊
時
間
勤
務
に
向
け
て
、

勤
務
内
容
の
雌
立
に
努
め
ら
れ
た

’hv 3

さ
み
さ
と
小
月
十
校
、
似
称
文

化
体
育
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て

は
発
技
指
で
あ
る
町
、
地
工
業
打
、

工
事
民
現
在
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
連

絡
謝
野
を
昨
に
し
な
が
ら
、
よ
リ

よ
い
施
設
と
な
る
よ
、
7
業
務
を
進

め
ら
れ
た
い

環
境
厚
生
委
員
会

議
会
か
ら
付
託
さ
れ
ま
し
た
ロ

議
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お

り
認
定

・
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
己

な
お
、
議
宗
務
査
の
過
紅
に
お

い
て
、
次
の
要
望

・
意
見
が
あ
り

ぷ
山
計
1
、
6
8
6、
3
9
4千
円

出
年
度
へ
の
械
越
鉛

3
0
7
7
9千
判

。
診
療
所
特
別
会
計
（

4
診
療
所
）

歳
入
計

6
5、1
4
0千
円

歳
出
計

5
5、2
4
2千
円

翌
年
度
へ
の
繰
越
知
9
8
9
8午
内
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キ
4v
l
し
れ
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1

ご
み
の
モ
デ
ル
指
定
に
つ
い

て
は
、
平
成

4
年
度
か
ら

3
年
計

画
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
慨
に
実

施
し
た
地
一
区
の
意
見
を
参
考
に
し

‘
一
戸
つ
、
必
託
ヒ

・
先
原
ヒ
こ
っ

14
J

・Jヲム
t
，
、
dnv
，z
－，ql

ょ，b
汁

w
v
r勾
l
pιv

，

い
て
、
よ
り
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る

よ
う
な
ん
向
へ
も
っ
て

い
く
よ
う

努
力
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
新
川
広
域
附
の
焼
却
場

の
完
成
ま
で
に
は
時
聞
が
あ
る
も

の
の
、
こ
の
間
、
住
民
へ
の
作
家

を
充
分
に
行
い
、
ス
ム
ー
ズ
な
収

集
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
ふ
ー
の
う
ち

か
ら
検
討
さ
れ
た
い
c

2
あ
さ
ひ
総
合
病
院
に
つ
い
て

は
、
総
合
病
院
と
し
て
の
役
割
を

保
持
し
な
い
か
ら
、
自
主
経
常
改
仏
掛
け

計
十
州
に
法
づ
き
、
忠
者
の
的
や
医

瞭
機
器
の
購
入
、
μ
壮
行
の
節
減
等
、

経
営
努
力
を
し
て
い
る
こ
と
は
汗

側
で
き
、
ま
た
、
引
き
続
き
努
力

さ
れ
た
い
と
布
え
る
が
、

て
々
で

は
行
政
側
の
支
持
に
則
刊
す
る
と

こ
ろ
も
大
き
い
。

F

般
会
計
に
限
ら
ず
、
公
的
病

院
の
亦
下
紙
営
が
明
大
す
る
中
に

あ
勺
て
、
凶
や
川
町
に
付
し
て
も
財

政
的
支
援
を
要
請
す
る
な
ど
、
医

山
市
施
設

・
設
備
を
よ
く
す
る
こ
と

に
よ
リ
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
の
役
割
を
、
人
寸
以
ょ
に
発
山
押
さ

2
『
L
W

予断、
。

｝

T
A
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可
決
・

＠
平
成

5
年
度
補
正
予
算

O
一
般
会
計
（
第
2
号
補
正
）

1
3
5、
6
2
8
下
川
を
追
加
し

成
人
以
山
総
制
を
、
そ
れ
ぞ
れ

7
、8
7
1、4
9
3千
円
と
し
た
。

O
由
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（第

l
nす
補
正
）

1
1
7、
0
6
8
千
円
を
追
加
し

蔵
入
歳
山
総
額
を
、そ
れ
ぞ
れ
l
、

1
3

6
、
8
3
7
千
円
と
し
た
。

＠
国
民
健
康
保
険
事
業
財
政
調
整

同
意

基
金
条
例
制
定

国
民
健
康
保
険
事
業
の
財
政

の
健
全
な
辺
営
に
資
す
る
た
め

棋
会
を
設
配
す
る
条
例
制
定

＠
母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
医
療

費
助
成
に
関
す
る
条
例
改
正

ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
医

療
費
の

一
部
を
助
成
し
、
ひ
と

リ
縦
家
庭
等
の
似
継
の
向
卜
と

…制
祉
の
M
m
進
を
図
る
た
め
の
条

例
改
正

総
務
教
育
委
員
会

議
会
か
ら
付
託
さ
れ
ま
し
た
4

議
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お

り
認
定

・
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
伐
の
過
程
に
お

い
て
、
次
の
要
望

・
意
見
が
あ
り

産
業
建
設
委
員
会

議
会
か
ら
付
託
さ
れ
ま
し
た

5

議
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お

り
認
定

・
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
海
伐
の
過
れ
に
お

い
て
、
次
の
一
段
川
町
卜・

立
は
が
あ
り

ま
し
た
。

ー

ま
す
ま
す
蹴
し
さ
を
則
し
て

き
て
い
る
農
業
中
仙
の
も
と
、
特

に
本
町
山
一版
業
の
小
心
で
あ
る
水
川

政
業
の
阪
創
刊
に
つ
い
て
、
税
行
の

各
楠
補
助
制
肢
の
見
前
し
を
含
め
、

ま
し
た
。

1

問
内
在
住
の
去
術
家
の
作
品

に
つ

い
て
、
住
民
が
鑑
賞
す
る
機

会
を
多
く
つ
く
る
た
め
、
作
品
を

購
入
す
る
な
ど
し
て
、
そ
の
M
吹
か

合
耐
を
般
討
さ
れ
た
い
。

E

消
防
戦
川県
に
つ
い
て
は
、
週

刊
悩
時
間
勤
務
で
あ
り
、
ま
た
、
変

よ
り
効
果
的
な
施
策
を
検
討
さ
れ

、．、
。

’J‘
し
2

土
地
医
副
摂
理
事
業
基
本
計

画
作
成
委
託
貨
の
計
上
は
、

一
歩

前
進
と
受
け
と
め
る
が
、
同
U

山申業

の
成
功
は
、
山
街
地
問
辺
の
開
発

に
大
き
な
w
M
科
を
与
え
る
も
の
で

あ
り
、
聞
係
地
校
名
と
綿
街
な
小山
）

時
の
も
と
が
業
実
施
に
向
け
、
さ

ら
に
努
力
さ
れ
た
い
ω

3

観
光
引
業
に
つ
い
て
は
、
当

附
の
地
形
的
特
徴
を
日
か
し
、
日

新
ら
し
い
も
の
の
側
発
に
努
め
ら

、，L
ヘ
』
、
v

J
J
・4
，，．
L
V

9
月
議
会
で
は
、

7
人
の
議
員
か
ら
町
政
全
般
巴

わ
た
り
、

M
件
の
代
表
・

一
般
質
問
、
か
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

農

作
ム
初γ
被

害

言回目
d

冷
一息
・

台
風
に
よ
る

豊

田作

被
守
状
況
と
対
策
は

叫
の

9
川
巾
e

旬
の
ま
と
め
に
よ

り
ま
す
と
、
中
小
稲
で
は
長
則
の
供

出
と
長
刷
、
日
間
…不
足
の
た
め
不

稔
も
み
が
発
生
し
、
械
的
中U
総
制
は

日
倍

2
千
が
円
と
推
定
さ
れ
、
野

菜
で
は
前
年
山
前
量
の
日
%
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
で
は
対
策

会
識
を
設
置
し
刈
応
し
て
い
ま
す

が
、
町
の
被
害
状
況
と
そ
の
対
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

－
議
会
だ
よ
り
＠

回目圃

議
案
・
請
願
等

の
採
択
結
果

円
議

案

L」

認
定
さ
れ
た
も
の

平
成
4
年
度
決
算

。
制
日
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

科
針

。
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

。
朝
日
町
在
人
保
健
医
療
事
業
特

別
会
計
歳
入
蔵
出
決
算

。
朝
日
町
問
民
健
康
保
険
診
療
施

設
笹
川
診
療
所
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
宮
崎
診
副
知
所
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
境
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
哉

出
決
算

。
朝
日
町
岡
氏
健
康
保
険
診
療
施

設
山
崎
診
療
所
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

。
朝
日
間
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳

人
放
出
決
算

O
朝
日
町
公
共
用
地
先
行
取
得
等

い
や
業
特
別
会
計
蔵
入
蹴
出
決
算

O
朝
日
町
南
保
外
二
地
区
間
水
特

別
会
計
歳
入
政
出
決
算

O
朝
日
町
加
藤
奨
学
資
金
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

O
朝
日
町
病
院
事
業
決
算
報
告
書

可
決
さ
れ
た
も
の

平
成

5
年
度
補
正
予
算

O
朝
日
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（第

2
u方
）

O
朝
日
町
同
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
l
号）

条
例
の
制
定
・
改
正

O
朝
日
町
阿
民
健
康
保
険
事
業
財

政
調
盤
恭
金
条
例
制
定
の
件

。
朝
日
町
骨
チ
家
庭
及
び
父
子
家

庭
医
療
官
助
成
に
関
す
る
条
例

全
部
改
正
の
件

そ
の
他

。
除
雪
ド
｜
ザ
｜
購
入
契
約
締
結

に
関
す
る
件

。
朝
日
町
教
育
委
員
会
の
委
員
を

任
命
す
る
た
め
同
意
を
求
め
る

ト「
O
不
動
産
の
取
得
に
関
す
る
件

－
平
成

5
年
刊
月
号

＠

ことわぎには．先入の知恵カ≪M:ililきれておリ．人生を牛きていく上で
の様々 なことを見つける二とができます‘

｜ことわざ紹介 ｜堂に入りて室に入らず・・ 0 ・安座吸！こLiH勺ているが、嘆のi均にはまだ入っていないε 学問．技去などでJ・.J主；iしたが．まだその道のl先？ををきわ
めてないないこど．



答

弁

問
料
農
家
へ
適
切
な

ゐ
」
』
叫
刷
、

9

H
口
日
の
今
年
度
陀
米
の
初

検
伐
の
結
恥
、
ワ
ク
ヒ
カ
リ
は
．
千

年
の
約
3
訓
、
越
の
棋
に
つ
い
て

は
約
l
訓
の
減
似
と
州
勺
て
お
リ
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
で
は
約
2
訓
れ
戊
の

減
収
が
「
恕
さ
れ
て
い
ま
す
。
川小

で
川
崎
臨
作
物
人
W
M・K
山
村
抜
会
議

を
充
足
さ
せ
て
お
り
、
町
と
し
て

は
こ
の
会
議
の
肋
で
一
円
、
情
報
を
踏

ま
え
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら

組
紅
適
切
な
指
み
る
』
行
・
7
と
と
も

に
、
什
ハ
・
出
へ
の
救
消
一
安
品
や
金
融

機
聞
の
批
判
な
融
資
制
肢
を
農
家

に
P
山
氏
、
卜
A
M械
に
努
め
て
い
き
た

い
と
身
え
て
い
ま
す
一

町
有
施
践
の
利
用

質

問

も
っ
と
ゐ
効
活
則
を

町
は
過
半
村
h
M
的
に
為
施
設
の

附与

-""'-
、野退問

町民テこスコート

Ill  き lこ地
＊ た 、域
い聞の

、書 と係振
＼巧機輿
え｜討を

量、． ーてに図
.~ .. い i動る
’ F まきこ
すかと
’けを
て広
い＋：

策

質
問
対防
策災
は説JI
練 p
や
避
難

北
海
道
耐
州
沖
地
出
の
被
布
報

辺
は
川
被
、
－
砂
崩
れ
、
火
災
の

院
へ
い
災
川
の
怖
さ
を
見
せ
つ
け
よ

し
た
が
、
山
町
の
地
形
状
態
J
U
山

然
の
凶
此
資
制
に
は
忠
ま
れ
て
い

る
も
の
の
、
’
U
然
災
刀
打
見
地
か

、
り
す
れ
ば
、
災
山
正
に
刈
す
る
必
市
川

と
U

J
ろ
の
訓
純
が
必
裂
と
な
り

て
く
る
と
思
い
ま
す
そ
こ
で
川

代
の
防
災
訓
練
や
避
難
刈
誌
な
ど

に
つ
い
て
巧
え
を
制
い
ま
す
，

答

弁

最
芹
の
対
策
を
図
る

防
災
什
阿
に
お
い
て
、
各
学
校
、

公
民
航
等
を
避
難
場
所
と
位
百
づ

け
し
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
の
川

用
に
努
め
て
き
て
い
ま
す
z

ま
た防災行政策線

園田

建
設
に
努
力
さ
れ
、
そ
れ
な
り
の

い
小
業
効
恥
も
出
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
枇
小
阪
の
投
資
で
松

大
阪
の
効
果
と
い
う
観
点
で
は
、

人1
・
ル
リ
川
進
が
な
い
よ
う
に
思
い

よ
す
伺
地
設
の
ハ
何
効
な
利
治
川
に

つ
い
て
巧
え
を
制
い
ま
す

答

弁

州

州

刊
の
向
上
に

。
介
地
設
の
竹
川
川
辺
竹
に
つ
い
て

は
、
設
世
日
的
か
十
分
法
成
で
き

る
よ
‘
つ
子
鉱
山
川
や
池
切
な
人
村

配
出
に
努
め
、
良
好
な
い
純
H

刊
行
用

と
利
刷
本
J

川
卜
に
努
め
て
い
ま
す

ま
た
．
中
成
6
年
肢
を
め
ど
に
、

｛似
称
）
刺

H
川
文
化
体
育
セ
ン

タ
ー
、
町
民
総
人
口
体
育
節
、
教
育

文
化
会
館
、
原
史
八
ム
問
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
等
の
竹

m運
営
を
財
同
法

人
制
U
剛
丈
化
・体
育
払
帆
一
公
社
に

安
比
す
る
い
々
針
で
あ
り
、
れ
施
設

の
↑
体
的
、
効
米
的
な
川
川
を
凶

勺
て

い
く
与
え
で
す

下
パ水
一一
道

整

備

質

問

着
子
は
い
つ
ご
ろ
か

全
山
城
卜
水
道
化
の
政
H

及中？「・十・

成
は
年
度
凡
辿
し
」
で
は
ir」
町
は

o
i
m
%と
な
勺
て
い
ま
す
ュ
市

街
地
で
は
ん
い
併
浄
化
相
の
訟
也
が

ま
ま
な
ら
ず
、
出
山
漁
村
で
ら
ト

防
災
訓
練
で
は
消
防
団

H
を
主
体

と
し
て
、
科
駄
の
火
災
訓
械
や
出

木
期
に
お
け
る
水
防
訓
練
な
ど
実

践
的
な
訓
練
を
行
っ
て
お
り
ま
す

避
能
訓
練
は
学
校
、
保
育
所
、

病
院
を
は
じ
め
、
町
内
午
舷
で
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ

L
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
町
全
体
の
訓
練
は

実
施
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
怜
汁
し

て
み
た
い
と
巧
え
て
い
ま
す

文
質

問

保

泌

・
保
ト
作
を

中
1

．川
は
川
ド
で
も
け
い
か
ら
文
化

の
町
し
こ
し
て
む
名
で
あ
り
、
問
で

も
州

・
山

・
川
桁
川
正
の
文
化
財
の

川阿川山口
、
似
ん
ー
に
あ
た

っ
て

い
る
こ

と
は
水
知
し
て
い
ま
す
が
、
他
十汀

防
食
が
去
し
く
て
も
財
似
の
め
ど

が
た
た
な
い
た
め
放
山
し
て
あ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
仰
山
町
に
は
廿
な
が
ら
の

出
彩
が
山
間
っ
て
い
る
・」
と
か
ら
、

今
の
ま
ま
の
町
花
み
を
文
化
財
と

し
て
水
久
に
保

μ
で
き
な
い
か
い
今

え
を
伺
い
ま
す
ら

答

弁

補

助

全
の
交
付
で

文
化
財
の
保
存
に
つ
い
て
は
、

附
和
日
年
に
文
化
財
保
諸
制
助
金

専
の
交
付
要
綱
を
制
定
し
、

H月
十行

水
道
完
備
は
関
心
が
高
く
な
っ
て

お
リ
ま
す
町
は
何
年
を
め
ど
に

却
備
や
右
手
を
巧
え
て
い
る
の
か

州
い
ま
す

答
弁

糾
酬
M
H…
れ
州
け

－
十
成
3
年
度
に
卜
水
道
山
本
計

一
酬
を
日
以
定
し
ま
し
た
が
、
計
業
主

地
ま
で
に
は
交
，
が
い
刊
れ
判
ふ
れ
の
問

題
や
終
末
処
即
．
場
の
松
山
の
へu
立

写
多
く
の
検
川
課
題
が
あ
り
ま
す
。

現
ル
れ
川
町
内
市
町
村
の
川
和
仙
の
近

め
む
な
ど
に
つ
い
て
調
作
を
わ
勺

て
お
り
．
地
版
特
性
を
F
J一応
し
な

か
ら
u
r
則
ぷ
千
に
向
け
検
川
し
て

い
き
た
い
と
身
え
て
お
り
ま
す
。

北

陸

新

幹

い
線

電
白
羽

ル
l
ト
は
ど
の
よ
う

E
R
に
な
る
の
か

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
新
幹
線

的…沖
l
糸
魚
川
工
事
地
仁
一
也
川
は
、

辺
輸
行
の
必
司
が
さ
れ
次
抗
心
正

と
な
る
と
綴
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

当
町
地
内
の
ル

l
ト
は
ど
－7
る
る

の
か
判
い
ま
す

ま
た
運
輸
省
は
川
民
間
の
の
米

棋
の
は
れ
背
を
第
三
セ
ク
タ
ー
に
将

す
こ
と
を
荷
丁
の
条
件
と
し
て
お

り
、
高
山
県
と
新
山
県
な
ど
か

m

．
ニ
セ
ク
タ
ー
泣
立
の
準
備
を
進
め

る
と
報
じ
て
い
ま
す
が
、
粁
一
営
側

ん
必
浮
の
わ
幻
形
文
化
財
の
竹
川
な
ど

の
紙
代
と
し
て
川
ゎ
仰
い
引
に
交
付
し

て
お
り
、
川
・
ヤ
山
川
折
山
必
の
も
の
に

つ
い
て
は
、
そ
の
指
，h
と
肋
．．
 
け
を

も
と
に
似
介
に
努
め
て
い
ま
す
。

制
作
み
似
ト
行
に
つ
い
て
は
、
附

制
引
年
度
に
魅

H
あ
る
ま
ち
づ
く

づ
広
一
本

A
耐
を
作
成
し
、
お
も
か

げ
ゾ
ー
ン
と
し
て
い
ヤ
愉
し
ま
し
た

ま
た
郡
山
央
公
同
に
は
、
川
川
上

ん
み
を
復
比
し
、
そ
の
似
詐
に
も
努

め
て
お
り
、
文
化
財
の
似
J
d
、
治

闘
を
凶
勺
て
い
ま
す

ま
tぢi

句つ‘
:t~ゥ。

竜

男

わ

が
町
の
特
徴
は

E
F
－
－
‘
 

！
！
ι
F
A
M
 

新
幹
線
控
ぷ
に
伴
う
第
・
ニ
セ
ク

タ
ー
の
経
営
作
統
は
‘
地
域
の
光

展

・
繁
栄
な
く
し
て
は
行
き
詰
ま

る
と
与
え
ら
れ
ま
す
特
徴
あ
る

慨
な

m－ニ
セ
ク
タ
ー
を
ど
‘
フ
い
う

いげ一坊
で
設
立
‘
）
店
営
さ
れ
る
の
か

身
、
え
を
川
い
ま
す

答

弁

詳
細
は
説
明
会
で

ι開
…
山
糸
魚
川
聞
に
つ
い
て
は

山
川
に
新
仁
の
泌
び
と
な
る
と
々

え
て
い
ま
す
ル
ー
ト
に
つ
い
て

は
附
和
一初
年
に
発
点
さ
れ
て
む
り
、

こ
の
ル
ー
ト
に
沿
勺
た
形
で
晶
子

税
が
進
め
ら
れ
る
も
の
と

m僻
し

て
い
ま
す
か
、
山
川
附
，
吋
後
実
施
さ
れ

ま
す
弁
Mm説
川
会
の
小
で
、
一
作
川
州

の
内
作
に
ん
い
わ
せ
ル

l
ト
や
下
が

の
進
め

U
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
説

川
が
あ
る
も
の
と
航
行
え
て
い
ま
す
一

第

二
セ
ク
タ
ー
設
立
や
運
営
卜
刀

法
に
つ
い
て
は
、
日
体
的
な
検
討

材
料
が
乏
し
く
現
段
階
で
の
判
断

は
縦
し
い
状
汎
で
す
が
、
現
行
逆

行
水
恨
の
維
持

・
向
卜
．
M
悦
び
沿
線

地
域
づ
く
り
の
た
め
耐
付
、
観
光
、

文
化
に
つ
い
て
他
自
治
体
に
誇
れ

る
よ
・
フ
な
特
徴
は
何
か
伺
い
ま
す

答
弁

m
Mれ
か
り
ち
づ
く

制
祉
に
つ
い
て
は
、
訪
問
行
内
ぬ

いや
業
や
金
婚
式
悦
事
業
な
ど
を
引
小

一ト
に
先
が
け
て
定
地
し
て
き
て
む
ね

り
刻
ト
仕
出
店
小
の

E
人
似
佐
伯

社
汁
川
州
に
以
づ
き
制
枇
地
取
の
一

川
の
充

χ
を
川
っ
て
い
き
た
い
と

号
、
え
て
い
ま
す

似
た
に
つ
い
て
は
、
l
出
版
0

メ
ー
ト
ル
か
・
り

1
f
メ
ー
ト
ル
糾

の
山
々
ま
で
の
刊
か
な
山
然
出
境

ωヒ
ス
イ
向
山
、
ル
一
夫
人
ぷ
似
の

も
て
な
し
な
ど
を
観
光
資
似
し
一
し

単
年
治
人

nm

て
川
川
し
な
が
ら

川肌
光
・
を
初
出
肝
仁
川
い
て
い
代
に
努

め
て
い
さ
た
い
と
存
、
え
て
い
ま

L
 
引
す

文
化
に
つ
い
て
は
、
町
民
が
芸

術
や
文
化
に
縦
し
み
、
ゆ
と
リ
と

牛
き
が
い
を
刊
っ
て
ル
仁
川
す
る
こ

と
を
川
一本
に
生
町
学
科
館

・
ふ
る

さ
と
美
術
館
、
ア
ゼ
リ
ア
ホ
i
ル

へ
の
山
資、

丈
教
ゾ

i
ン
の
帆
d
M剛

な
ど
の
出
場
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
ほ
か

財
凶
法
人
朝
日
町
文
化

．
体
台
船
凱
ハ
公
社
を
設
立
し
学
科

機
会
の
充
尖
と
サ
ー
ク
ル
等
の
活

助
主
絞
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す

－
議
会
だ
よ
り

＠

識
員
提
出
融
案

O
農
業
農
村
艶
備
小
業

・
治
山
林

道
事
業
の
促
進
に
闘
す
る
立
見

A
Ha
 

O
児
世
一悩
祉
法
に
基
づ
く
似
育
制

皮
の
剛
一
持

・
充
実
に
州
附
す
る
・
意

見
書

O
病
院
給
食
の
山
心
者
負
判
・

む
料

化
．
反
対
に
関
す
る
窓
口ん骨

教
育
委
員
に
七
津
氏

〔
錨
願
・
陳
情
〕

採
択
と
な
っ
た
も
の

O
消
叫
装
山
川
の
設
耐
に
つ
い
て

（桜
町
町
内
）

O
農
業
政
村
監
怖
い小
業

・
前
山
林

道
事
業
の
促
進
に
関
す
る
立
比

主
制
に
つ

い
て

O
児
童
制
祉
法
に
必
づ
く
保
育
制

庄
の
拡
充
を
ボ
め
る
立
礼
誌
に

つ
い
て

O
病
院
給
食
の
忠
者
負
相
・
布
料

化
反
対
に
関
す
る
窓
口
ん
舎
に
つ

い
て
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

O
同
民
健
康
保
険
悦
の
引
き
下
げ

に
つ
い
て

O
消
台
装
置
の
設
置
に
つ
い
て

（
清
水
町
内
）

O
船
だ
ま
り
坊
建
設
に
つ
い
て

O
小
選
挙
区
制
に
反
対
し
、
議
門
片

山
辺
数
の
抜
本
是
正
を
求
め
る
怠

け
ん
虫
川
に
つ
い
て

O
企
業

・
同
体
献
令
の
禁
止
を
求

め
る
ぷ
什
凡
打
に
つ
い
て

。
「
食
料
の
内
給
附
似
の
た
め
の

山川
Jrυ

」
M
M
机
に
つ

い
て

O
「
民
間
似
州
問
機
問
へ
の
似
利
融

資

・
同
定
資
出
非
ぷ
税
な
ど
の

を
ポ
め
る
怠
け
ん

I I｝；公
判：（J~J
択ム－
に版
つ消
し、 」

て

永
年
勤
続
議
員
表
彰

9
H
M
日
に
開
催
さ
れ
た
議
会

定
例
会
で
、
．
尉
谷
険
ニ
氏
が
朝
日

町
議
会
誠
只
と
し
て
お
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
地

H
門
的
の
駅
興
と

町
政
発
展
に
尽
h
M
さ
れ
た
功
制
に

よ
り
、
議
決
を
も
っ
て
朝
日
町
議

会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

－
平
成

5
年
竹
月
号

＠

その人の行t)を見て末今見てその＂＇＇そ r~知するニ E琉れをj及みて海を知る......;ij[J.lる水をi投入取勺てその水i憶がみれているかどうかを知る

その心＇！）~きを察するこ E ができるという二と

I I 九 ~t I~！ ＇；；＼ 7lたI_：をたたえたニど：工日光を見ないうちは，結権と震うfJ.…..H it .I) ~~ ！＇＼＼＇：；；を見ないれ：； ，ti'.法定；；ついてultるwi;nぇ＇＼.
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「
よ
ろ
し
か

勺
た
ら
、
お
茶
で
も
飲
ん
で
、

ゆ
っ
く
り
と
中
を
ご
犯
に
な
っ
て
い
か
れ

ま
せ
ん
か
」
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角長謙葵な
女太河『二
信 e'Bιマ

~ . ゃ
ミ三 塁ん
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Aチr

さ笹 ・J
Sん 川時T
Z夫 の I':J 
~妻竹，＂--
星の内裕号
づ 3蕃 ・M
角男 富貴・き
日巽ー〈－

E 理ん
5 子

？
歴
史
の
盟
。
を
テ

l
マ
に
平
成
三
年

の
六
月
、
百
河
豚
美
術
航
と
不
動
常
遺
跡

の
隣
持
地
に
オ
ー
プ
ン
し
た
問
の

「．
怯
史

公
開
」
。
江
戸
時
代
の
尚
家
を
復
元
し
た
川

川
上
ん
が
や
背
懐
か
し
い
水
車
小
屋
な
ど
が

人
討
を
叫
ひ
、
最
近
で
は
多
く
の
観
光
告

が
こ
こ
に
ぶ
ち
古
る
よ
う
に
な

勺
て
き
ま

し
た
り
部
木
さ
ん
は
、
こ
こ
の
「
説
付
税
娘
」
的

な
存

Lq
訪
れ
た
人
た
ち
に
町
名
物
の
パ

タ
ハ
タ
茶
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
な
が
ら
、
そ

の
削
米
や
hv一て
トペ

そ
し
て
川
川
上
家
や

町
の
背
部
な
ど
を
ユ

ー
モ
ア
も
交
え
て
一
時
間

リ
き
か
せ
ま
す
。

「
引払
’門
’妹
、
お
し
ゃ
べ

り
が
好
き
な
だ

け
」
と
支
う
も
の
の
、
『
パ
タ
パ
タ
茶
を
飲

み
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
話
が
聞
け
て
楽
し

か
勺
た
三
飾
ら
な
い
人
柄
と
楽
し
い
会
話

で
滞
本
さ
ん
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
。

こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
』
と
い
っ

た
感
謝
や
励
ま
し
の
悦
り
が
、
仰
木
さ
ん

の
正
に
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
き
ま
す
。

「
こ
う
し
て
、
予
紙
や
写
真
を
送
っ
て

い
た
だ
い
た
り
、

『
ま
た
、
米
た
く
な
っ
た

よ
h

と
J

門
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
何
よ
り

の
励
み
に
な
り
ま
す
ね
」
と
話
す
諜
木
さ

ん
。
「
北
ア
ル
プ
ス
、
そ
し
て
日
本
海
い
か
望

め
る
と
こ
ろ
で
、
十何

H
い
ろ
ん
な
万
々
と

の
山
会
い
が
あ
る
。

こ
ん
弘
子
せ
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
日
を
側
め
ま
す
。

今
年
も
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
。．
歴
史
の

虫
で
は
今
自
も
、
叩一作
ト小
さ
ん
の
に

こ
や
か

な
笑
顔
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「 吟a
~E ~ 
川・o
e 
a 

｜
｜

ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
て
く
だ

，、、

。

」
C

1
1v

横
山

北
海
道
の
抽
片
町
で
す
e

小
樽
市
か
ら
約
一
時
間
、
柏
丹
半

島
の
先
端
に
あ
る
町
で
、
人

U
は

約
問

T
入
。
小川

・
山
の
円
か
な
’
H

然
に
忠
ま
れ
、
漁
業
と
陥
肢
が
時

ん
な
と
こ
ろ
で
す
。
私
の
実
家
も

牧
場
で
約
七
．白
到
の
肉
ヰ
を
飼
育

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
川
広
れ
や

キ
ャ
ン
プ

、

ヘ
リ
コ

プ
タ
ー

を
利
用
し
た
夏
ス
キ
ー
な
ど

に
訪
れ
る
人
も
多
く
、
最
近

で
は
観
光
地
と
し
て
も
に
ぎ

わ
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

｜

｜
朝
日
町
で
の
生
活
は
い

か
が
で
す
か
。

横
山

明

H
町
へ
来
て
十
九

年
。
今
で
は
、
こ
ち
ら
で
の

人

V
Aゆ

オ）協
議i

号沿ポ三

幸さん（26歳・本町）

一一 スナック包居酒屋「ユキ」一一
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i 読書で人生を学びたい ； 
! r tLんげ討出会」が発足 ；かれ，皆さんと交流をj納 i
jしたのは附57年。毎月 l ；てきました。 ； 

：也J'/)','; lil：センターに民まり．； 今年のテキストは，今話 ！

！みんながl百lじ本を，b'iじみ， ！長 ［：越の「納桔犬H;:le」（青木羽j・! 
！ 恕を訴 1）合っています。読 ~ l"J ~： ）。 生と化を 比つめて数 i
j書会は向分の気づかなかっ j多くの意見交検があ 1)' 許 j
j た巧え｝］やおなったとらえ方 ： おの意図からほ観など」~· ! 
！などを知ることによ 勺て知 ；現化された内容に感動しま j
j識 ・忠々を発出させ、読昔 jした。
！のljJ；.＼を広げてくれる場。何 j そのほか、富山県読古会 i
iよりも持さんと訴し介える j凶協議会主催で年l回， ! 
！のを楽しみにしている人た ；読み仲間の来いなどもあ 1) l 
jちの肘 I）ですの ； ます。 ！ 

！ 会ていは，年11¥l十1・1·~の一つ 適度な運動が健康を立え i

jとして県内の才I1iJ[・ z. J1jねる るように，J制することは j
j文学散歩も計画してお り ；ね：ことも 多〈，伽体以 ；
（今年は大伴家持の足跡をた ；そして心の｛邸主にも役立ち j
：どろうと「万葉のふるさと ；ます。私たちは渦巻く的報 ；

（川j」と題し．高｜州市万葉原 jの中で宇治しています。そ ：
i史釘｛を見学：してきました。 ； れゆえに， ，＼！，＇~古を通して少 1

（ また，朝日 人汚 手伝 ：しでもほかな人生をμ ；
； 月による三lllT1子 I •川書会も ： ことができるよう ， みんな ！
！先枇宇奈月町在7：館で開 ；で願っています。 l 

.... .,. ____ -・--－・a - －－”J 

思るの年 にすもは しいな宇：｜が然ルいン現
. ~ 2 ば あ ｜出 う ；っ活あ出I｝結マが始 、趣てたど理け体パまし ｛t：大
平 ； 口、 げ点プてさ広 ；て動るの時ス、め以味いだ 、のてでイすた 、阪
成 ； 4 広た宇をい点報 jい なま ー はタまて J1ijはきけ特レいお ト 。！市 この
5: .....＿.報い に 募た 」 係； まどち iえさ｜ずみや ノ〈 たるさパま 存 経学をの 大
年 ：へ係 』Z集だので： すもづとてすはたつイいよん｜す様験生吋 Ji.学

ご（人川しけ各は~ 0 しくしおる i;t；いてクでうにト 。にを時と jlを
11：一 宮 がと1てるコ 「 ： て 1）てきこのといとすな気り今按も代 二 に出
月 ： 報役お「い人 ｜ふ； ぃ H H 、と f:L忠た車ね 1,1；特｜後すとの人科iて
害 ： を場ら出まや ナ れ： きに人尚が：p;.つサ 。。 づにをはるに 誌で装故＠； 。内れしすグ ｜愛 ； たつの .L先をてソい 〈寄哨もよ（？）白日；lオ郷
線れて。ルにこ ； いな動会決十いカず I）つやっう 、ない ｜へ

とがき 11f 0 分ま ｜れ をてすと 心向 アてプ 。

能ある鷹！1爪を隠す・・0・・すぐれた実力の持ち主：l.他人にそ11.をひけらかすようなこ となしない

日召河内

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

。

北
海
道
積
丹
町

横？
山町
ひ

と
み

ん

ル
レ
い
川
の
む
が
民
く
な
り
ま
し
た
。

現

K
、
近
く
の
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
山

に
勤
め
て
い
ま
す
が
、
六
年
ぽ
ど

れ削
か
ら
「
肯
’
組
」
と
い
う

ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
も
人
り
、
川
一に

．
一川
は
総
刊
行
で
来
し
く
一
け
を
流
し

て
い
ま
す
。
職
場
や
ご
近
所
の
伴

さ
ん
に
も
や
さ
し
く
し
て

い
た
だ

い
て
お
リ
、
こ
ち
ら
の
作
ら
し
に

は
制
比
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

い

ま
だ
に
抑
．山
の
シ
ー
ズ
ン
は
気
が

韮
く
な
リ
ま
す
ね
明
。

｜

｜
朝
日
町
に
望
む
こ
と
は
？

横
山

f
供
た
ち
が
伸
び
伸
び
t
y

－

遊
べ
る
よ
う
な
広
い
公
凶
が
近
く

に
ほ
し
い
で
す
ね
。
遊
び
坊
が
な

く
て
、
家
で
ケ
｜
ム
を
し
て
い
る

f
も
多
い

と
思

い
ま
す
よ
。1青森j集＼L< ·~ ，，－ I -

自華布美 こと｛どを用いずにω、ら心！こ伝える以心伝心の妙j立をいう

自
然
体
を
モ
ッ
ト
ー
に
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A高＊菜子（？）

（
い
い
な
い
い
な
〕
（4
歳
児
）

（
若
く
て
背
が
高
い

A
保
母
に
）

包
〈ん

「
い
い
な
、
い
い
な
、
先
生
っ

て
久
き
い
か
ら
い
い
な
h
I
」

A
保
母
「
う
れ
し
い
／
」

（
必
の
中

で
ム
コ
ツ
）

包
〈ん

「
い
い
な
、
い
い
午
、
先
生

っ
て
ち
づ
ち
ゃ
い
も
ん
」

（
C
保
母
、
内
信
気
に
し
て
い
る

こ
と
を
言
わ
れ
、
ギ
ク
ツ
）

g
くん

「だ
っ
て
、
僕
の
手
、
先
生

の
肩
に
と
ど
く
も
ん
／
」

C
保
母
「
：
；
；
」
（
子
供
の
や
手
し

ぎ
に
感
動
の
浜
、
涙
：
・
）

（
注
意
っ
て
何
つ
・
）
（3
歳
児）

「’勺
ゆ
、
つ
い
」

K
ちゃ
ん
「
ふ
ー
ん
」

保
母
「
注
意
っ
て
、
わ
か
る
つ
・
」

何
ちゃん
「
先
生
に
怒
ら
れ
て
、
注
意

し
て
も
ら
っ
て
、

A
ち
ゃ
ん

｛呆
母

u
J
4

い
た
こ
と
」

〔
う
ら
め
し
ゃ
）
（5歳
児
）

相代
く
ん
「
先
生
、

て
知
っ
と
る
マ
」

保
母

「う
、
』
ノ
め
し
ゃ

1
ク」

O
A
く
ん
「
う
ち
の
お
父
宮
、
ん
、
知
つ

う
ら
め
し
ゃ
j
つ

L
F｝
孟
一
ザ
レ
ム
「
」

A
〈
ん「
あ
の
ね
、

し
食
フ
と
る
こ
と
や
っ
そ
」

保
母
「
ぞ
う
か
な
j
ク」

O
K
くん

「僕
、
添
え
の
歌
見
た
こ
と
あ

る
。
小
寺
ど
く
な
っ

τ、
う
ら

め
し
や
っ
て
歌
う
が
や
っ
そ
」

う
ち
の
棄
で
め

f
w
，
 

‘勺
。
一
誼
聞を

ぷ丘ハ

レ
－

は

二

品
付

、ー

の
い

，宮干

L
－

’貼奴

い

⑨
h
，
 

建s’，ι・e; 
くつ

〈
隣
の
保
育
室
の
泣
き
声
を
聞
き
）

κ
2
ん
「
N
先
生
、
怒
っ
と
る
」

保
母
「
怒
っ
と
る
が
じ
ゃ
な
い
が

注
意
し
と
る
が
や
ぜ
」

K
ち
ゃん
「何
つ
・
パ
デ
ュ

l
リ

ッ
プ
つ
」

広
報
ク
イ
ズ
⑩

（
問
題
）

①
9
月
定
例
議
会
の
代いん

・
一
般
一引

間
の
件
数
は
？

③
7
件

⑮
凶
作

。

μ
件

②
北
陪
新
幹
線
糸
魚
川

・
魚
津
聞
の

起
土
式
は
叩
月
の
何
目
だ
っ
た
か
？

＠
日
日

⑮
げ
目

。

初

日

③
今
年
度
a

合
一婚
式
』
を
迎
え
ら
れ

た
カ

ッ
プ
ル
は
町
全
体
で
何
組
？

⑪
持
組

⑮

的

組

。

ω組

（
応
募
方
法
）

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
書
い
て
日
月
日
日
ま

で
（
当
日
消
印
有
効
）
に
朝
日
町
役

場
総
務
諜
砧
書
広
報
係

（〒
制
l
抑

制
H
町
道
下
1
1
3
3
）
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
抽
選
て
3
人
に
テ
レ
ホ

ン
カ
l
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

合
前
固
め
当
選
者
は
C
A
O
さ
ん
、

Y
U
M
E
さ
ん
、
ら
い
む

・
ラ
イ
ト

孔
雀
さ
ん
で
し
た
。
（
正
解
は
①
！

⑮

②

ー
。

③

｜
＠

お
通
中
、

正
燃
は
幻
辿
）

人 を tt~ う 伎をあべこべに打ち殺 L て 食ってしまう 。 多数のfl の5主いことのたと え 。

~，. 
＇~it:; .. ~ 唖
'.>k'J.悩

K~Wκ® .~ . 
...すまいる（？）

今日も雨一一。なんとなく

駄の文句のようですが， 国民

の主食であるい米。にと って今

年はイヤなi羽の連続でした。

ささほど同が平成6年11月

から顎年 2月までの米の販売

計画を発表しました。昨年並

みの計幽ですが，標準価格米

の数景不足から自主流通米と

混米して販売するため，価格

も上がリそうです。

6年前だったと思いますが，

備蓄米とのバランスをとるに

は，国民一人あたりが茶わん

にもう一杯分のご飯を食べれ

ばよいと言われたことがあり

ました。農協ではいせんぺい’

や札清酒砂にもう｜とを回すなど，

消費拡大に協力されたとも聞

いています。

物が余っているときは気に

もとめなかったのが．不足す

ると聞くや突然不安になる。

『正月の鏡もちをどうしょう

か』という声も聞きますが，

最近ではかぴを嫌って瀬戸物

のお鋭を使う家も多いとか。

物がないときはないで，考え

てみればいろんな方法がある

はず。今一度，工夫してみる

必要があるよ うな気もします。

今月は，大規模林道朝日・大

山線の起工式，北陸新幹線糸

ff,i, JI I市 ・魚津市間着工の祝賀

会，そして町長と話す集いの

開催等々で，「ひとりごと」の

原稿を書くのが少々遅れてし

まいました。 ( 10月18日記）

人衆ければ則ち狼を食らう……人数が多ければ．

－
平
成
5
年
竹
月
号
。
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・

用
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、
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を
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に
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に
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に
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て
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の
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・
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れ

人

に

に

と

少

町

の

つ

ん

な

人

在

ま

約

人

議

と

’

す

れ

に

ま

か

い

制

院

と

な

前

人

口

ま

初

年

人

る

減

日

よ

な

進

に

川

仰

の

れ

唱
2

介

る

は

ま

ら

か

さ

い

と

け

品

川

る

門

年

万

約

生

汁

却

4

な

の

朝

以

と

り

。
リ

約

人

ら

と

の

の

な

ら

す

え

い

’
を

か

な

い

『illl

日

2

抗

に

川

。
仰

の

に

は

。
段

合

な

す

き

で

ω
お

る

性

人

く

か

ま

P
J
に

た

設

（

か

で

で

が

約

現

間

い

い
す
一
勝

U

人

人

す

mw
訓

か

ま

た

削

約

が

よ

女

の

な

れ

も

が

題

ま

地

い

お

中

的

，弐

私

’

’

年

札

ま

西

人

の

働

ま

に

の

が

り

寝

日

も

人

に

の

り

ら

。
こ

用

と

間

’

祉

て

て

の

山

。

和

時

は

l
m
い

の

よ

労

い

で

人

化

あ

朝

で

老

タ

代

き

な

す

費

こ

た

か

崩

し

え

そ

を

す

制
’
1
T
 
下

北
陸
自
動
車
道
上
越
・

朝
日
間

4
車
線
化

月
初
日
に
建
設
省
か
ら
笑
施
計
一州

の
変
更
認
可
が
お
り
、

4
山
平
線
と

し
て
特
怖
さ
れ
る
～
｝
と
が
決
ま
り

ヰ
4

了
し
わ
～
。

，，A，
 

4
4一
線
化
さ
れ
る
区
間
は
、
橋

州市
部

4
・
4
M
、
ト
ン
ネ
ル
部
活
・

6
川
、
盛
土
部
叩

・
4
い
酬
の
あ
わ

せ
て

m
・
4
M
で
、
総
事
業
費
は

約

1
9
0
0俗
川
。
一
千
成
同
年
の

完
成
を
目
指
し
ま
す
。

朝
日
町
の
工
事
区
間
は
、
上
横

υ
陀
か
ら
山
一小崎
ま
で
の
問
9

・
6
M

で
、
平
成

6
年
の
ふ
一
明
工
に
向
け
て

現
在
、
設
計

・
調
査
、
関
係
機
関

と
の
協
議
な
ど
か
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

昭
和
臼
年

7
月
、
北
陸
自
動
中

道
上
越

・
刺
臼
州
の
判
定

2
小
川
神

供
用
以
来
、
日
本
道
路
公
団
新
潟

建
設
局
で
は
4
単
純
化
に
向
け
た

訓
併
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

7 

大
規
模
林
道
朝
日
・

大
山
線

起
工
式

大
則
。枚
林
道
例
日

・
大
山
総
の

安
全
祈
願
祭
が
叩
月
7
目
、
紘
一
川

医療の現場から
臼~ ~ 
木き長

徹三震
－一ぃ整
ち形

医会
問 語
長

老人が槽えます

朝
日
町
の
将
来
に
、
深
く
か
か
わ
る
大
規
模
な
交
通

網
の
整
備
が
、
本
格
的
に
動
き
出
し
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
に
北
陸
自
動
車
道
、
そ
し
て
大
規
模

林
道
朝
日

・
大
山
線
。
新
時
代
へ
の
希
望
を
乗
せ
た

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

北
陸
新
幹
線

糸
魚
川
市
・
魚
津
市
間

着
工

運
輸
省
は

9
月
辺
目
、
日
本
鉄

道
建
設
公
団
に
対
し
北
陸
新
幹
線

糸
魚
川
市

・
魚
津
市
問
の
工
事
実

施
計
画
を
認
可
し
ま
し
た
。

同
区
間
は
在
来
線
と
同
じ
狭
軌

線
路
耐
に
よ
る
ス
ー
パ

ー
特
急
方

式
で
建
設
さ
れ
、
最
高
速
度
は
時

速

2
0
0
M
。
線
路
延
長
は
在
来

線
と
の
煮
綾
部
分
を
除
く
、
西
糸

魚
川

（
似
称
）
伝
号
場
と
束
魚
市

（仮
称
）
信
号
場
閉
め
羽

・
7
M

で
、
黒
部
市
若
栗
に
新
黒
部
駅
が

設
置
さ
れ
ま
す
。
全
体
の

6
割
が

ト
ン
ネ
ル
で
、
残
り
4
訓
か
怖
と

高
梨
情
。
建
設
費
は

1
8
8
0
億

円
、
完
成
ま
で
に
刊
年
位
度
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
富
山
県
と
新

潟
県
、

J
R
西
日
本
、
鉄
道
公
団

は
、
日
月
日
日
に
起
工
式
を
青
山
尚

町
の
新
親
不
知
ト

ン
ネ
ル
の
出
口

で
行
い
、
祝
賀
会
を
朝
日
町
の
総

合
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

千
成
5
年
度
中
に
は
、
地
元
説

明
会
を
総
て
各
締
測
量
が
行
わ
れ
、

朝
日
第
1
ト
ン
ネ
ル
境
川
方
面
か

ら
の
本
格
的
な
工
事
の
実
施
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
林
道
は
、
県
東
部
の
山
間

却
を
拾

っ
て
、
制

U
川
か
ら
大
山

町
ま
で
7
市
町
を
結
ぶ
も
の
で
、

朝
日
町
で
は
山
崎
を
起
点
に
、
佐

川
、
．．
 一車
、
奥
利
行
、
昨
小
八
日
を
粁

山
し
、
羽
入
地
ぽ
いか
ら
山
的
宇
南

小八円
を
紙
て
、
入
善
町
、
宇
奈
月
町
、

引い…郎
市
へ

と
述
絡
し
ま
す
。

総
延
長
は

i
0
2
M
ω

ら
臼

・
7
M
が
一附
7
川
の

2
市
線

舗
装
道
路
と
し
て
新
設
さ
れ
る
予

定
で
す
4

事
業
費
は
2
4
3
億
円
。
平
成

お
年
・
肢
に
完
成
が
予
定
さ
れ
る

こ
の
林
道
は
、
林
業
の
似
興
は
も

と
よ
リ
、
総
公
的
な
地
域
開
発
に

寄
与
で
き
る
動
脈
と
し
て
、
凶
道

や
川
小
道
、
川
市
一
と
川
除
去
に
述
給
す

る
よ
う
計
）幽
さ
れ
て
い
ま
す
、

そ
の
、
フ

平
成
5
年
度
中
学
校
郡
秋
季
大
会

（団
体
優
勝
）
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル

女
チ
、
剣
道
男
子
、
柔
湛

（団
体

次
勝
）
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
友
下
、
ポ
球

閉
力
y
f
a

、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
、
ソ
フ

。

ト
テ
ニ
ス
女
子

（個
人
優
勝
）
柔

斗

道
げ
は
級
古
沢
健
太
郎
、
日
匂
級
岩
寸

井
学
、
師
同
級
’
高
尚

一
娘
、
市
岡
級
、
と？匂

商
法
一場
公
、
刊
ゅ
は
超
級
狩
谷
勝
徳
、

よ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
勢
手
大
平
・大
背
矧
、

動

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
辻

・
川
瀬
細

川

新
川
地
区
中
学
校
新
人
陸
上
競
技
大

村

会

（
%魚
波
市
桃
山
陸
上
競
技
場
）
を
A
W
H
M
 

V
男
子
の
部
捌
M

3
位
鈴
木
文
敏
寓

州
M

2
位
道
下
直
幸

川
M
障
審
ー

へ

佐
沢
井
匡
史
定
り
古
川
跳
び
3
校
t
u

山パ

問
相
成
走
り
一
川
…
跳
び
3
位
鈴
木
文
川

敏

棒

高

跳

ぴ
l
位
南
部

一
成

V

M

女
了
の
部
川
M
l
位
川
久
保
美
晴
れ

制
M
2
位
終
川
泉

剛

一M
3位
未
上

れヂ
’
t

、

氏

紀

子

削

M
附
み
2
似

河

内

雌

仁

川畑
M
リ
レ
ー
ー
位
河
内

・
川
久
保

・

川一

寺
崎

・
佐

々

木

組

人

県
高
校
陸
上
競
技
新
人
対
抗
選
手
権

で

（
%
・
3
県

階

上

続

校

場

）

・

uv

v男
干
の
部
凶
作
高
跳
ぴ
3
位
千

m
仏

康

降

川

M
防
窓
口
4
位

角

九

映

弔

問

円
盤
投
げ
5
位

初

出

聡

附
M

6
位

成

行
情
健
徳

V
女
v
す
の
部

円

総

投

立
h
v

、“

げ
2
悦
大
仏
有
紀
了
3
枚
松
本
彩

J
V

子

胞

丸

投
げ
2
私
大
防
’
有
紀
子

H
T

第
桁
回
四
市
三
郡
対
抗
陸
上
競
技
大

功

会

（
%
黒
部
市
宵
野
陸
上
競
技
場
）

綜

V
男
子
の
部

三
段
跳
び
l
u肌
削
畑
A

富

力
也
砲
九
段
げ
1
位
ん
十
山
市
・4
、

2
位山
J
m
Aぷ

川
盤
投
げ
l
佐川
ト

川
政
・
診
や
り
段
げ
l
此
水
肝
ハ
也

v
k
f
の

部

砲

丸
投
げ

l
w一ト人・い川

合
紀
子

2
位
松
本
彩
，
j

門川町叫校

以
j

l
l
h
J

ト、
g
リ

1
1じ
へ
！
・
人
・、、
、A
E
Y

－

－
J
L・1
J
，l
H
f1
0市

l

k
tu
化
イ
Z

’l

や
リ
投
げ
l
位
松
本
彩
，l

第
灯
回
ク
ラ
ブ
対
抗
陸
上
競
技
大
会

（%

・
円川町
…
父
市
山
時
卜
技
以
州
ヲ

V
川
内

i
の

部

川

M
附
市川
2
μ
w水
肝

山
一
守
山
絞
殺
げ

2
位
字
削
良
川
必
定

リ
EA
銚
び
4
紋
金
ル
昭
ん
ム
川
M
H

5
位
向
九
映
予
山
山
九
段
げ
ら
れW
山l

凶
出
～
J

比

三
段
跳
び
6
佐
川
伽
力
也

v
k
fの
郎
砲
丸
投
げ

i
位
大
白
川

ト

j

tし，
l

v

j
凡
リ
A
f
f
’f
．・日
入
J
Y

〆I

f
T
平

ベ

i

L
f
i
id
’ド
h
f
A
q
A卒

J

川
Mm投
げ
5
位
入
山
ト
仰
い
に
，
卜

－
平
成

5
年
竹
月
号

⑪



。朝日町社会福祉協議会は．

皆さんと共に地域の福祉向

上を目指す福祉団体です。

・場所

朝 日町福祉センター内

fi83-0576 

曽区福留翠寝耳書室建国E開．．．． ”“疎甥温＝担割陶．

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

a’

お
願
い
い
た
し
ま
す
4
／

亦
い
羽
似
批
ハ
制
い
が
金
運
動
が
凶

月

1
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
ら

町
内
で
は
起
動
初

H
に
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

「
ア
ス
カ
」
的

な
ど

4
か
所
で
、
社
会
制
祉
協
議

会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
の
智

さ
ん
約
加
入
が
街
頭
募
金
を
実
地
、

7
5、
7
0
2
円
の
心
出
ま
る
普
立

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川
砂
金
一
庄
助
は
日
川
出

H
ま
で
い
机

け
ら
れ
ま
す
。
持
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
糊
い
い
た
し
ま
す
。

松
下
さ
ん
に
県
知
事
表
彰

ー
富
山
県
社
会
福
松
大
会
｜

第
M
U
会
出
山
県
社
会
制
批
大
会

が

ω
H
6日
、
川
県
民
会
鮫
で
間
川
m

w
f
l
、
二
一
べ
手
ニ
ー
ゥ
こ
j
i上
、
広
今
日
川

叶

li

J

A

B
－，
F
I
e
i－－
4
J
i
h
T
44
4
E
T
hー

が
楽
に
功
耐
の
あ
っ
た
松
下
三
郎

さ
ん
（
小
一
史
）
が
県
知
事
表
彰
を

受
け
ら
れ
た
ほ
か
、
民
生
川
公
取
委

い
日
の

μ谷
川
年
男
さ
ん

（亦
川
）

と
保
付
の
中
山
求
イ
さ
ん
（
出
保
）

が
山
の
社
会
一
川
祉
協
議
会
長
いん
仰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た

町
営
住
宅
入
居
者

し
込
み
打
法
な
ど
却
し
い
こ
と
に

つ
い
て
は
役
場
建
訟
却

（
宮
内
総

2
1
8）
へ

も

働
き
な
が
ら
経
済
学
士
の
学
位
を

富
大
「
夜
間
主
コ

l
ス」
学
生

向
防
町
内
地
と
旭
ヶ
仕
川
地
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
戸
数

入
居
期
日

募
集
期
間

ま
で

募
集
定
員

経
済
企
T

利
、
経
営
学

判

、

経

営

法

学

利

作

別

名

選
抜
方
法

山
校
推
薦
と
社
会
人

特
別
選
抜
は
、
小
論
丈
と
面
体
慨
を

中
心
に
選
抜

（ト

般
選
抜
は
ト人尚子

4 
p 
q
L
s
fJ

・i
l

l
｝

｜
 

日
付

5
日
か
ら

m
H

問
合
せ

山
徐
行
や
人
削
資
和
、
中

くらしの情報室

ホット求人情報
整理
求人職種 年齢 賃金 性君I]

就 業場 所 採用 資格縫験
番号

内 休 日 人数 免許等

木造大 ヱ 18才～ 190,000-
男
朝日目I越

5 
不問

型枠 大 工 50才 320,000 日他 特になし

2 金属製品加工 18才一 120,000～ 男 朝日町下野 .2 
不問

50才 300,000 日祝，隔週土曜 特になし

3 ボデー組立工 18才～ 120,000～ 男
朝日田I桜田I

2 
不問

45才 180,000 日祝，第2,4土縫 不問

4 現場代溜人 30才一 290,000～ 男
朝日町窪田 不問

50才 360,000 日他，第2,4土曜 土本施工管理段飾

5 医薬品のルート 18才一 180,000- 5号
朝日町i自 高校卒免業

セ ー ルス 35才 230,000 日祝．第I,3土滋 普通許

6 組立測定キ主査f系 18才～ 115,000～ 女
朝日町月山

3 
不問

35才 140,000 日祝．月 2回土曜 不問

7 アルミ建具組立 40才～ 117 ,500～ 女
朝日町山崎

4 不不問問
65才 122,500 日他

8 $ 員 18才一
115,000～ 

女
事月日田r;a 不問

55才 120,000 臼他 普通免許

9 製品の前処E皇18才一 700 女
朝日町三枚橋

3 
不問

及び栂包 45才 日祝． 備週土曜 特になし

10 袋 Z吉 エ 不問 600～700 女
草月日町宮崎

2 
不問

日祝他 普通免許

平成5年ll月介

,:,r求人情報ー覧表J＂ご利用下 gぃ．｛商工観光課カウンターに展示｝
合〈わしいことは．魚津公共田監業安定所朝日分M:ns2・0198へお問い合わせ〈ださいの

同

助

会
員
加
入
状
凶

た
だ
い
ま
非
集
し
て
お
り
ま
す
川

社
協
の
代
助
会
対
に
次
の
方
々
か
ら

加
入
中
？
ザ
込
み
が
ふ
り
ま
し
た
ー

ナ
行
輸
万
和
、
石
杭
竹
美
、
長
能
庄

一
郎
、
名
越
静
皇
、
伊
政
治
松
、

μ

杭
三
郎
、

T

何
倍
直
美
、
川
V
総
博
、
伊

勝
久

f
、
。
長
阪
中
心
、
長
似
た
み
イ
、

柄
引
良
川
、
山
本
紙
、
ト〈
弁
立
、
十刊

紙
k
j
三
次
、
ソ
引
椛
一
打
川ノ
ナ
、
井
口
栄
樹
、

外
日
・
μ
知
子
、
大
久
保
向
、
大
久
保

英
和

f
、
つ
針
久
和
、
り
野
良
子
、

名
姉
崎
誠
、
名
陣
地
加
紡
向
問
、

名
越
い
み

f
、
大
久
保
久
光
、
大
久
保
ふ
み
子
、

数
円
伝
チ
、
長
能
出
造
、
長
能
川
田
美
、

大
久
保
山
雄
、
大
久
保
邦
了
、
い
勺
針

敏
子
、
U
J恥
川
り
ひ
と
み
、
ハ
川
向
品
い
れ
十
．
白川

山
河
，
十
、
以
川
比
二
、
以

uす
み
，

r、

千
柳
川
山
一
夫
、

－千
柳
民
子
、
大
俗
－
vu
山、

ト人
か
け
U

代
、
ム
刈
橋
忠
却
、

出
刈
橋
よ
し

の
、
九
州
開
店
、
九
州
竹
山
崎
午
、

1
・

不
良
鰍
、
柳
川
れ
慶
宏
、
安
達
竹
雄
、

久
我
口
一
向
夫
、
久
我
口
盛
平
、
安
述

他
治
、
安
達
忠
昭
、
柳
川
仇
治
、
名
越

川
州
鋭
、
トム
・
不
収
品
川
、
安
達
長

一
、
柴

崎
武

一
、
名
妓
定
男
、
上
木
昭
代
、

名
川
崎
稔
、
黒
崎
高
努
、
安
遠
山
心
h

山一
、

名
川
崎
忠
、
久
我
口
孝
行
、
名
峰
山
川
英

ry
、
久
我
口
法
治
、

m一
一
附
グ
犬
、
引い…

崎
文
二
、
久
保
加
山
山
…義
、
久
保
川
判

長
、
久
保
出
安
問
、
久
似
川
強
、
久

保
出
資
次
、
白
市
三
郎
、
古
小
伸

一
、

i
u
山
向
子
、
出
市
す
え
、
古
市
滋
イ
、

荒
尾
一
…
縦
、
北
尾
治
初
、
柳
川
h
t
46

・

悩
峰
幹
治
、
相
経
次
，

r、
今
出
店
内
．
4
、

大
引
け
必
店
、
大
山
八
日
比

f
、
V

汎
υ川市い白帆子
、

低
回
初
砂
、
抗
出
良
心
ツ
ぃ
j

、
υ汎
比
目パ川

入
ぷ
セ
ン
タ
ー
試
験
を
受
験
す
る

こ
と
が
必
－些

）

出
願
期
間

高
校
推
燃
と
社
会
人

特
別
選
抜
は
日
川

8
日
か
ら
は
日

ま
で

ご

般
選
抜
は

l
月
山
品
目
か

ら

2
月

1
日
ま
で
）

問
合
せ

市
山
大
学
経
済
学
部
教

務
係

（
位
。
7
6
4
1引
1
1
2

8
1
内
線

2
4
5
5
）
へ
。

ー
叫

u州
刑
哨
叶
叫

1
1．

ザ

es
－F2
2

中
央
公
民
館
版
画
教
室

日
時

日
月
日
日
か
ら
ロ
月

9
H

ま
で
の
糾
川
一
本
州
け

（
午
後

7
時

加
分
か
ら

9
時
ま
で
）
5
凶
コ

l
ス

場
所

朝
日
町
一
泊
祉
セ
ン
タ
ー

1・一川
、
ν
K
M
山
ト
L

，l
、
折
谷
川
児
、

川
作
品
什

f
、
抗
地
，
山
山
・

一、
柳
川
い
れ
い
側
、

怖
山
川
水

f
‘
し人欠
n
’γ
雌
、
ん
2

内
悦

f
‘

－h1
ト

1

．F
仁一旬
、
川1
・ι’十
H
’
、
以
可
；
1
0e
九比

げ
l
ア
J
一
μ仲

N

I
ι
u
I
N
lJ
JM
LJ4

川
井
千
ト
山
b
f、
坂
本
の
ぷ
，

r、
ト
以
i
中

必
代
字
、
坂
本
か
を
る
、
．
れ
井
由
紀
，
J
、

・松
原
努
段
、
松
原
ま
き
ノ
寸
、
松
原
級

ぺ

水
野
す
な
、
一
州
井
正
・
心
、
別
件
汁

美
代
子
、
坂
ぃ
米
保
、
以
来
日
油
、
坂
東

尚一対

f
、
似
点
的
、
行
本
イ
ク
、
川
町

－佼

Mmじ、
J

ドい皮
下
尚
子
、
し
上
川
川
本、

t
i

l

i

－

－

－

l
i
 

S
十
川
と
し
、
折
谷
附
必
、
折
谷
京
子
、

卜
一
杉
小
行
止
、
米
U
M刊
川
、
米
什
川
川
川
、

a

対
本
税
義
、
’
川
本
ひ
さ
，ιj
、
入
江
瓜

人
、
入
江
幸
子
、
折
谷
賢
級
、
折
谷

一
品
ノ
ナ
佐
々
木
規
之
、
佐
々
木
知
忠

チ
、
広
川
忠
造
、
広
川
光
怯
、
脳川以

祉
入
、
野
山
h
M
貯
菜
、
坂
東
米
夫
、
坂

東
洋
，
l
、
打
削
減
、
杉
砲
し
の
ぶ
、

近
必
態
的
、
近
似
と
み
、
越
間
政
治
、

組
問
ハ
ツ
ヱ
、
州
仏
友
行
、
州
山
川
V
M

山
中
、
駒
山
文
犬
、
針
山
美
保

f
、
桝

必
判
決
、
刷
什
汀
伝

f
、
償
山
穀
店
、

大
村
尚
ノ
寸
、
魚
住
郷
雄
、
魚
住
み
つ
、

水
品
雄
孝
、
水

aι洋
子
、

出
回
竹
松
、

直
田
秀
雄
、
が水
不
誠
二
、
大一
千
姶
雄
、

大
ギ
春
子
、
大
半
徳
昭
、
大
一
千
雅
子、

小
紋
悲
潟
、
折
谷
勝
じ
、

卜
沢
一
円

上
川
誠
一

、
上
以
来

f
、
水
野
正
男
、

・1
：i
？
E
、
．
、
｜

i

i
i
i
f－
－

f
f
hf
H
A
M
，d
v
，み

1qι
’UH
．H

縦
、
勝
川
弘
、
ぃ
氷
斤

一
、
以
ヮ、、、子
、

折
谷
和
削
力
、
安
達
竹
則
、
山
市
州
制
之
、

小山
本
究

γ
、
－

m古
則
、
柄
弘
、
一松

永
龍
ル
刷
、
大
半
一
街
、
大
半
市

f
、

ト
〈
ギ
鉄
郎
、
魚
住
栄
作
、
上
川
山
繁
縦
、

ι
川
崎
紙
、
大
出
利
治
、
川
内
飢
河
、

｜
川
二・
刷
、
ハ
（
山
右
源
的
、
川
内
附
仁
、

．K
能
美
他
、
山
下
山
去
、
大
久
保
山

縦
、
以
能
倣
犬
、
山

T
出

↑
、
大
山

講
師

殿
村
万
議
、

じ
u
h
出

ず

の
各
氏

申
込
み
・
問
合
せ

教
育
委
員
会
へ
。

富
山
県
女
性
美
術
展
巡
回
展

会
場

ふ
る
さ
と
美
術
館

期
間

ロ
月

4
H
か
ら
凶
日
ま
で

入
場

無
料

展
示
作
品

各
部
門
入
賞
作
品
お

よ
び
朝
日

・
入
普

・
宇
奈
月
の
入

選
者
の
作
品
。

な
お
、
加
は
副
作
川
山
県
女
性
美

術
展
（
会
場

・
県
民
会
館
美
術
館
）

の
出
品
作
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

嬰
引
な
ど
汗
し
い

こ
と
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
は
、
ふ
る
さ
と
美

術
館

（
E
m
l
0
0
9
4
）
へ
。
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－
ふ
く
し
の
窓

＠

示
、
川
一
候
栄
之
助
、
小
久
述
正
削
灯
、
川

小
山い
川
一

山
千
・
引
い

で

－u川W
快
進
、
川
川

川出州
、
水
山
北
川
、
水
’
い
川
町
火
刷
、
氷

山
附
子
、
水
品
ハ
ナ
イ
‘
船川
川
次

↑

水
小
山
正
同
、
水
品
別
一
、
水
山
武
、

川
中
良
孝
、
水
島
，
山
如
、
水
品
稔
、
川

中
勉
、
町
原
忠
正
、
渡
辺
キ
ヨ
、
水

島
滋
寛
、
長
井
秀
一
、
水
尚
一
義
、

水
品
開
明
、
ぶ
川
培
、
ル
小
川
純
義
、

d
qト
1
H
U
リ刷十
、
百リ
ι1
h
F
K
J
、
H4

川川
J

’JL
、
、

白
γ
ふ

T

・4
’
ι’
長r
b
小，
、I
・・ャノ

同州
七U
E
－h
b

水’
U
ミ
キ
エ
、
水
山
川
・
へ
伊一一、

卜
山
竹

松
、
大
船
川
戊
側
、
水
品
売
範
、
一
制
以

内
庁
本
店
、
前
川
誠
、
水
品
川
和
光
、
山
浄
化
け

則
、
水’
M
一
f
、
水
仏
一
行
、
佐
肝

川
妙
仙
、
小
林
順
、
小
林
浴
示
、
折

谷
明
夫
、
折
小
ハ
u
俊
芳
、
折
谷
一
袋
、
折

谷
タ
エ
「
、
折
谷
正
が
ん
、
折
久
u
勝
秀
、

折
谷
町
二
、
折
谷
保
美

f
、
小
林
義

一止
、
小
林
ホ
チ
、
長
仲
町
行
列
、
U
K
M

す
み

f
、
以
判
付
与
作
、

脇
山
勝
附
、

h
’・4
内ゆ・・パ
二
し
’
・
本
人ドいh
トい、
L
s
kr

・
れ＼、

r

t
q
s
r
l
t

〆
ι
r
’
’
l

J
I
SSE

－
PJ

小
林
氏
附
、
折
谷
川

一
、
折
谷
他
店
、

折
れ
ミ
ヨ
リ
、
折
山
八
日
以
ぃ
ア
ド
ト
以
什
片
山

〈、

長
井
町
治
、
折
谷
忠
久

f
、
祈

行
m
m夫
、
折
谷
宏
昨
、
折
山
八
口
糸
川
、
折

谷
牧
子
、
折
谷
武
治
、
折
小
八
円
た
け
，
rT

長
介
勝
路
、
長
介
秋
ソ
j
、
長
此
久
夫

l
－

J

L

1

1

1

；
 

幻

l
m
f
仲
ぬ

い

A
U
V
Uパ
ケ
い

H

H
N

後
の
杭
肋
杭
引
の
氏
名
は
、
次
H
V
で
相

似
刊
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

あ
り
が
と
う

ー
あ
た
た
か
り
ま
崎

弘
恥
場
。
朝日町雲銀行

行凶『

（9
月
け
臼

1ω月
山
川
日
）

O
殿
町
中
山
・
υ
川英
さ
ん
か
ら

ι吋

ま
つ
ゑ
さ
ん
の

m，
火
と
し
て

五
リ
一

一レ品

一

一申言
、
一

「
け
げ
」

人
中
別
作
叶
代
を
迎
、之
、

一
金

一
日
本
は
世
界

一
の
長
野
凶

「む
引
」
に
な
り
ま
し
た
ら

口
問
」

こ

の

K
い
左
後
を
仙
械

で山い
劃
か
に
告
ら
す
た
め
に
、
年
金

制
度
は
ま
す
ま
す
大
切
な
も
の
と

な

っ
て

い
ま
す
ω

同
民
年
金
や
昨
中
年
余
な
ど
の

公
的
年
金
制
度
は
、
坑
役
世
代
が

引
温
し
た
高
齢
世
代
を
支
え
る
と

い
う
「
料
代
と
糾
代
の
立
え
介
い
」

で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
現

ι納
め
て
い
る
似

険
料
は
、
お
年
寄
リ
の
牛
的
を
の

か
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
将

来
の
皆
さ
ん
方
向
身
の
生
活
を
保

障
す
る
も
の
な
の
で
す
。

こ
の
よ

う
に
、
公
的
年
金
制
度
は
世
代
か

ら
世
代
へ
安
心
を
受
け
継
い
で
い

き
ま
す
G

ハ
ハ
は

「
川
氏
年
令
制
位
推
進

月
間
」
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
年

全
を
身
近
で
大
切
な
も
の
と
し
て

巧
え
て
み
て
く
だ
さ
い

、

年
合
一は
、
あ
な
た
が
、
半
人
公
で

す
。

年
金
制
度
は

世
代
と
世
代
の

支
え
合
い
で
す

－
平
成

5
年
竹
田
門
号

＠

方位家の議議し一方角川l~I などにあまりこだわっていると l'l'Jtl刊で身動きすることができなくなり．加味えなかったり ． 家をつぶして
Lま勺たIJする

孫は子より可愛い…係Ii（－以上にかわL、いc矧父i事がiR：をかわいがるニとのはなはだしさをいう



フー

ス

教

室

日
時

け
川

μ
u、

山口

H

と
は

H
l円
か
ら

3
U
ま
で
の

6

日
間

（午
後
7
時
加
分
か
ら

9
時

ま
て
）

場
所

町
民
総
合
体
行
航

対
象
者

・
定
員

初
心
者

・
印
人

参
加
費

5
0
0
円

申
込
み

日
月
初

H
ま
で
に
総
合

体
育
館
へ
。

25 
ト｜

年
末
調
整
説
明
会

的
…
沖
税
務
新
で
は

今
年
も
次

物ゼ~－~ト義務
平井香織ソプラノコンサー卜

第l回アス力もみじまつり
．芸妓手踊りなど

11 1 ~~~~ 

A
H
U
 

内
H
U、，，

白川目

～

守
f
’

由

U

J
J

’r
t
 

、EE
，
内4u
l
l
 

－－－－－－－ 

消
防
団
秋
季
演
習
と

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

日
月

7
日
に
消
防
同
駄
竿
竹山

門
が
行
わ
れ
ま
す
ら
午
前
7
叫

に
町
内
全
械
で
サ
イ
レ
ン
い
か
吹

附
さ
れ
る
は
か
、
川
肋
ぃ山
一・に
よ

る
巡
凶
も
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、

H
H

9

H
か
ら
日

H

ま
で
、
秋
め
令
凶
火
災
予
防
運

動
が
実
地
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
火
災
が
起
き
や

す
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
火
災
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
十
分

ι怠
し

・ま
l

しょ
、つ

則
問
中
は
午
副
7
時
と
午
後

9
時
の

2
回
、
サ
イ
レ
ン
を
吹

鳴
し
ま
す－

第40回佐藤妙子新作舞踊発表会1 11 ~日日）

の
と
お
り
年
末
謝
料
中
説
明
会
を
聞

き
ま
す
り
山町
H
は
年
本
州
州
山任
問
係

の
J
ド
H

矧
を
配
布
し
ま
す
か
ら
、
関

係
者
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
》

日
時

日
リ
日
日
制
午
後

l
時
叩

ト

’

・

〉

ノ
ノ
カ
、レ

場
所

役

4 
w; 
}:_ 

ホ
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が
け
地
等
危
険
住
宅
の
移
転

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
医
域
内
や

が
け
地
写
に
近
殺
し
て
い
る
机
主

を
．
中
成
6
年
皮
中
に
将
い
位
さ
れ
る

場
介
に
補
助
制
肢
が
あ
り
ま
す
、

詳
し
く
は
役
場
建
設
課
（

宮
内

総
2
2
8
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わ
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第6回琴幸会おさらい会

未生流石倉社中花展l～29開）

愛
の
献
血

協
力
者
名

（
9
月
実
随
分
、
会
印

は
州
川
、

※
印
は
成
分
、

そ
の
他

は

m
M献
血
苔
）

境
地
区

水
’い川上
比
U
M

宮
崎
地
区

公
金，
I
忠
※
中
小
心
不
犬
、
川
政
脱

f
、
前
川
先
骨
、
竹
山
入
H
M
h
笹

川
地
区

竹
内
の
ぞ
み

泊
地
区

会
岡
本
い
い
夫
会
口
氏
足
利
彦
会
山
本

初
洋
、
木
村
幸
夫
、
久
肘
木
利
化

山
総
宇
治
、
ん不

wm
一
郎
、
ぷ川八日
英

松
、
十
寸
旧
絵

理

、
坂

雌

秀

樹
、

守
崎
真
樹
、
込
国
有
丹
、
筒
井

和
美
、
世
川
広
夫
、
松
山
友
美
、

永

井

隆

之
、
明

地

優
子
、
必
林

身

江
子
、
松

倉

仁

美
、
カ
テ
イ

K
L
リ
ン
グ
、
広
川
徹
、
出
此

一

町
、
寸
寸
崎
英
二
、
以
来
ぶ
チ
、
大

役
場
（
代
表
）

教
育
委
員
会
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川
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付
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川
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か
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9
川
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・
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山
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・
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が
ん

．・・
午
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9
同
か
ら
9
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叫
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な
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な
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込
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川

m
H
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保
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セ
ン
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ー
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部
I
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3
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回
拓
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A
H
西
印

買
佐
夫
会
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一
充
A
K
山
千
件
※

松
倉
秀
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、
雨
茂
陣
志
、
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沖
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M
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部
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休
日
政
英
人

南

保
地
区
※
山八日日
弥

f
※
谷
川
川
H

糸
川、

中
山
か
っ

f
、
近
必
止
人
、
大
本桃川
什

犬
、
十
件
健
太
郎

山
崎
地
区
※
仙

名
桁
一好
、
よ
岡山
川
和
人
、
水

U
篤
成
、

門
口
悦
人
、
法
沢
明
人
、
名
越
川
的
見

水
野
学
、
七
以

M
子
、
久
保
田
埋

忠
、
出
水
謙

一

犬
家
圧
地
区
会

水
軒
哲

彦
、
水
井
雄
二
、
門
ハムト
必

昭
、
藤
出
京
ノ
ナ
、
必
凹
茂
、
れ
川

佳
奈

f
（以
上
向
名
）

ご
協
力
あ
り
が
と
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ご
ざ
い
ま

し
た
、

本
箱
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朝
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町
立
中
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大
学
州
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の
い
川

ゃ
う
ば
り
ネ
コ
が
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き

リ

l
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w
－
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ト
レ

ノ
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玲
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さ
ん
の
お
し
ゃ
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セ
ン
ス

t:i:＂ニ
雪上7／ 
とホ
司也雪ン
l'.:tfマ比
グヲ ｜剖

J-.: J'/< 
J血

~w ;,i；西
｛＇；＇－ 水村
(, ~ 義 1・令
1主純子

（小
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小
説
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ

ス
ト

V

3
巻

ム4

久
美
沙
織

武
田
信
広

（
上
中
下
）

津

本

防

雌

（
上
下
）

広

尾

登

美

チ

潮

流

伊

集

院

静

妖
佳
宏
化
殺

人

事

件

ホ

川

次

郎

銀
河
の
常

高
聞
の
よ
子

秘
剣

・
柳
生
十
只
尚

U
1
乙
女
点

制
に
降
り
か
か
る
削

（
第
刊
抑
制
民

．い
川
札
少
抗
交
お
什
）
刷
肝
丘
中

ヱ

や

叩

た

か

州
聞
で
あ
る
附

胤
耶
雌
出

か
り
ん

（
ド
ラ
マ

・
ガ
イ
ド
）

日
本
政
送
山
版
協
会

（
ト
下）

私
は
別
人ン
ド

ニ
ィ

・
シ
ェ
ル
ダ
ン

本
の
紹
介

『
不
口

刃
b
s

－Fa
－R
』

堀i~

固た

克
也
湖
の
開
発
に
か
ら
む
一
山
間
判

い下
作
で
処
ぷ
会
祉
の
常
業
部
長
が

逮
捕
さ
れ
た
ο

だ
が
、
公
判
で
常

業
部
長
は
噸
な
に
内
認
を
続
け
る
，

な
ぜ
か
。

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
を
相

当
し
た
広
東
京
地
険
特
捜
検
中
が
、

…
内
輪
出
査
の
実
態
を
息
づ
ま
る
筆

致
で
描
く
法
廷
サ
ス
ペ
ン
ス
v

－
平
成

5
年
竹
［
円
号

＠

三つ子の魂百まで…・幼少1'-Hcの性行~LL 一生変わらないという こ と e

力E

踊によ持 心のijJ：二わだかまリがあること 心力＇t＇にひそかに期する ところがあるニと



あなたの回りの 身近な話題を待っています （合83－竹00内線204）ヘ。

をお祝い

ー （仮称）朝日町文化体育センターの愛称一

サンリーナに決定

ト
永
年
六
川
に
完
成
す
る
，r定
の

（
似
称
｝

制

U
町
文
化
体
育
セ
ン

タ
ー
の
愛
称
が

e
サ
ン
リ
｜
ナ
」

に
決
ま
リ
ま
し
た
ν

名
付
け
机
は
、
京
大
阪
市
に
お

住
ま
い
の
駒
井
瞭

さ

ん

数

多

く

寄
せ
ら
れ
た
応
募
の
中
・か
ら
、
ト

川
に
行
わ
れ
た
町
民
投
烈
の
紡
米
、

比
下
、
駒
井
さ
ん
の
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

「
サ
ン
リ
｜
ナ
」
は
サ
ン
（

S

u
w－H
H
太
陽
）
と
、
ア
リ
ー
ナ
（

A

R
E
N
A
－
税
技
場
、
昨
ム
川
）
の

誕
地
リ
｜
ナ
の
合
成
語
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制

H
町

、．，へ凶
w

・・’h

に
燦
然
と
雌
く
丈
化
体
育
ホ
ー
ル

と
し
て
雄
成
党
挺
す
る
と
い
う
刷

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
ら

ご
AA
見

う
か
が
い
ま
す

「夫婦の鏡」
－ 金婚を祝う感謝の集い

ー
町
長
と
話
す
集
い
始
ま
る
｜

町
民
の
符
さ
ん
の
生
の
戸
を
町

政
に
取
リ
入
れ
よ
う
と
、
町
．
ぃ
民
が

町
内
十
地
区
を
由
る
「
町
長
と
話

す
集
い
」
が
今
年

L
十
日
．
自
の

境
地
似
を
皮
切
り
に
始
ま
り
ま
し

’J』

ム
1
午
山
中
に
結
婚

μ
卜
年
を
迎

え
る
ご
米
財
を
M
m
い
て
の
「
令
舶

を
川
町
、っ
感
謝
の
集
い

」
が
十
月
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九
日
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役
場
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階
大
ホ

l
ル
で
悶

か
れ
ま
し
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。
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叉
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、
保
山
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か
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リ
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茶
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楽
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が
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h
卜
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返
っ
て
い
ま
し
た
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ふるさと美術館で‘柚月芳 彫刻展

人々を

d’ 
( 

朝
日
町
出
身

の
彫
刻
家
、
袖
川

丹
氏
（東
京
都
有
住

・
け
民
参
与
｝

の
例
以
が
、
ふ
る
さ
と
夫
術
館
で

聞
か
れ
て
い
ま
す

－

H
二
日
か
ら
始
ま
う
た
川
出

に
は
「
吋
チ
」
や

「
み
仰
い
い
求
ま

せ
り
」
な
ど
山
十
四
山
…
か
展
川
谷

れ
て
お
り
、

附
会
式
で
は
テ

1
7

カ
ッ
ト
の
後
、
袖
灯
氏
本
人
に
よ

る
作
品
解

4A
も
’
打
わ
れ
ま
し
た
。

H
M恨
の
市
伐
いは
、
一d
議
只
を
杭

て
、
現
化
は
参
与
と
し
て
活
路
左

れ
て
い
る
州
月
氏
は
、
今
年
九
十

二
歳
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
の

汁

日

ほ

A

敬
慶
な
信
仰
生
前
の
中
か
ら
生
ま

れ
た
作
品
の
数
々
は
、
日
比
る
者
を

祈
り
の
世
界

へ
と
，A
い
ま
す
。

川
肢
は
十
一
月
二
十
二
日
ま
で

開
抗
。
町
が
屯
ん
だ
偉
大
な
去
術

家
の
作
品
を
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ

．‘一
、
。

」，、E
LV

「
明
白
の
刺
日
を
考
え
よ
う
」

を
テ

l
マ
に
附
か
れ
て
い
る
話
す

佐
い
は
、
－

一
川
ト
川
で
作
地
以
一

を
一
巡
し
ま
す
か
、
刊
さ
ん
か
ら

五
せ
ら
れ
た
安
望
ゃ
・
4
礼
は
、
ニ

L
・

〉

l
J
J

j

：L
へ、ニ凡一
A

t
カ
ら
グ
制
／
く
ー

し
」F
L

！，
f

t
て
ら
れ
ま
す

－
ま
ち
の
う
ご
き

⑪

笑
顔
で
社
会
に
恩
返
し

ー
老
人
ク
ラ
ブ
が
奉
仕
活
動
｜

町
の
老
人
ク
ラ
ブ
述
介
会
の
特

さ
ん
が
九
川
て

1
H
、
川
内
全
域

で
泣
い
制
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

同
会
で
は
こ
の

H
を

「
社
会
奉

仕
の

H
」
と
し
て
半
め
、
十
昨
年
本

仕
川
動
を
行
ゥ
て

い
ま
す
が
、
今

年
も
町
内
の
三
十
八
老
人
ク
ラ
ブ
、

子
三
百
人
の
皆
さ
ん
が
奉
仕
の
精

神
を
発
．鼎
。
道
路
や
海
岸
を
は
じ

め
、
公
民
飢
や
公
同
な
ど
の
除
引

や
主
さ
缶
拾
い
に
快
い
げ
を
試
し

ま
し
た
ω

h

－－－』
h
F

．，恥
M
S

’A切
皆
鷹
町
，
．

ea
－
B

．
d
w

・・au
’a置
・
』
同
屯
’
噌
語
調
’
1

・・

ー
あ
さ
ひ
総
合
病
院
で
「
ふ
れ
あ
い
広
場
・収
穫
祭
」
｜

あ
さ
ひ
総
介
病
院
で
九
月
二
卜

か

れ
ま
し
た

K
U
、
一十
ふ
れ
あ

い
・仏
場

・
収

姥

こ

の

日

、

会

場

と

な

勺
た
リ
ハ

何
ご
と
題
し
た
ミ
ニ
怖
い一出

会

が

開

ビ

リ
胤
は
、
入
院
や
外
米
忠
布
、

そ
の
家
族
の
枠
さ
ん
な
ど

．h
．h
ト
人
で
尚
以
御
礼
の

大
成
肌
汎
，
医
師
や
行
必
婦

を
は
じ
め
、
一州
院
職
員
が

披
泌
す
る
寸
劇
や
制
リ
な

ど
を
裂
し
み
ま
し
た
‘

な
か
で
も
「
悦
御
成
婚

の
俄
」
と
題
し
、
寺
田
原

入
院
長
、
沢
凶
官
伊

f
総

船
長
ら
が
出
じ
た
J
劇
は

よ
交
け
3

州
や
ケ
ガ
な
ど

も
忘
れ
た
よ
う
に
、
制臥
・符

の
皆
さ
ん
か
ら
は
盛
ん
な

拍
手
と
声
絞
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

~~ 
A

H

附則

4
H
H

M
山

川

m

，H川
白
問

．
H
H

岐

部

越

以

越

山

岩

部

業

上

上

桜

山

戸

辻

虫…
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附

湾

総

沈

日
必
’
U
一
切
山

加
作
品
侮
佐
伯
…
日

坂
組
制
花
蒜

I
I
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a
l
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E
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I
JI
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i
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f
l
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年
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白から説ゆちる ・何かがきっかけとなって，lれと迷いからさ点急に事態がよく見えて理解できるようになるe
婦は言いよう 物事Ii言いようによってどうにでも聞こえるe閉じ事でも言いかたによってよくも悪くも受け取られるということ9



術美OJ ひさあ
長ヨ月 l!l:J 表 Iii ~：司

~~c::;i~ あさひの朝③

室
ぬ苦，

（~~さと美術館
名 作鑑

~ 

一
紅
の
日
註
さ
が
り
、

く
つ
ろ
ぐ
女
性
に
、

1,_1..；リ1の仕事

豆 腐づく

「羽根扇」（ ~~l；~·~~~f＇；訟~11~ロシス）
柚月 芳・…ぃ1901.1'手（明治34年）生まれ朝日町沼保出身

羽
恨
一尉
を
手
に
ゆ
ゥ
た
り

天
使
が
さ
さ
や
く
s

羽
削
山

．M
か
ら
込
ら
れ
る
こ
こ
ち
ょ
い
や
さ
し
い
均
し
れ

が
、
伝
わ
っ
て
く
る

柚
対
氏
の
作
品
は
、
主
に
女
性
像
が
中
心
で

あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
主
題
と
し
て
い
る

た
め
マ
リ
ア
保
も
多
い
が
、

い
つ
も
そ
こ
に
な

場
す
る
の
は
、
必
愛
に
尚
ち
た
女
性
俄
で
あ
る
。

例
法
で
死
に
別
れ
た
、
や
さ
し
い
母
の
耐
切
を

迫
い
求
め
て
き
た
と
も
述
仙
附
す
る

近
年
で
は
、
マ
リ
ア
倣
や
保
仰
は
に
加
え
て
、

新
体
燥
を
す
る

K
性
像
、

「
和
」
「ロ

ー
プ
」

「新
体
操
」
（
当
館
で
展
・
亦
中
）
な
ど
制
作
し
、

新
た
な
’
K
性
の
魅
力
を
掠
ボ
し
て
い
る
。
し
か

し、

一
川
ハ
し
た
女
性
の
泣
明
J
h

争
点
的
は
、
は
る

も
の
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い

こ
こ
て
十
年
は
、
モ
デ
ル
む
使
わ
ず
、
デ
ッ

サ
ン
も
し
な
い
ま
ま
で
制
作
す
る
と
い
う
ω

「作
品
は

F
と
判
例
が
．
体
と
な

ゥ
て
山
然
に

生
ま
れ
て
く
る
も
の
」
と
幻
仰
を
作
品
に
託
す

日
々
で
あ
る
と
い
う
。

ー
祈
り
の
世
界
1

柚
月
芳
彫
刻
展

一
般

4
0
0円

小
中
高
生

1
0
0円

日
月
白
日
ま
で
開
催
中

•.i.1尚づくりは， 今も変わら

ぬ 1,•.1;.JJの仕事。 ltii!i: ではめ っ

きり設が減ったとはいえ，町

内内数か所でな司ノ；－ii手づく

りのVII話がつくられています

111· ·：~1 というよりは， 十系住に

j止L、’1:1jlj3 叫過ぎ。 l~ J かりの

とL勺た仕事場では，できあ

がゥ た Lfか｜）の•／If話カf次々と

水附の中へと入れられていき

まr
~＇キIi\！こ省i ごし ． 焼き •.J.TM .

そしてガンモにilh防げなど．

家嵯の食。与を飾る品々が司今

11 L '>i＇りlけ前からつくられて
L、ます。

－
平
成
5
年
刊
同
号

⑪

V
日
増
し
に
日
が
込
ち
る
の
が
は
・

く
な
り
、
い
よ
い
よ
似
し
泌
ま
勺

て
き
ま
し
た
。

4
A
の
枚
、
ス
ポ

ー
ツ
の
秋
、
芸
術
の
秋
－u
：・
。
秋

に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
時
期
は
行
楽
に
も
格
好
の
シ
ー

ズ
ン
e

股
州
場
の
川
僚
ゃ
ん
ぶ
桜
と
の

旅
行
を
計
幽
し
て
い
る
人
も
多
い

こ
と
で
・
】
ょ
う
。

v
h父
一
組
制
の
党
広
に
加
え
、
川
胤
近

で
は
迎
休
・

一川
川
制
山
町
公
則
休
似
な

ど
の
普
及
に
よ
り
、
ょ
の
辺
リ
で

も
北
海
道
や
九
州
、
な
か
に
は
海

外
と
い
っ
た
「
迫
い
と
こ
ろ
」

へ

出
か
け
る
人

L
年
々
、
明
、
え
て
い

る
よ
う
て
す
。

V
し
か
し
、
何
も
述
く
へ
出
か
け

る
だ
け
が
旅
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
ず
か
な
時
間
を
川
い
て
、
ほ
ん

の
少
し
起
を
伸
ば
す
だ
け
で
も
、

そ
の
気
に
な
れ
ば
ス
テ
キ
な
旅
が

き

っ
と
で
き
る
は
ず
ι

V
十
一
月
は
「ゆ
と
り
創
造
月
間
」
。

行
き
先
は
ど
こ
で
あ
れ
、
た
ま
に

は

「
旅
人
」
に
変
身
ω

ゆ
っ
た
り

気
分
で
深
ま
る
秋
を
山
市
し
ん
で
み

た
い
む
の
で
す
。

Hi前月比10.1.lJI.作（世帯数 5.178 （ー 6)1）計 17.697 (- 9) 女 9.422（一8) 〔町の人口）男 8.275（ー


